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１．はじめに
　近年、ヘラクレスオオカブトムシ（Dynastes 

hercules）やニジイロクワガタ（Phalacrognathus 

muelleri）といった子供に人気の昆虫や変わった形

のダンゴムシ、大きなゴキブリのようなさまざま

な昆虫が、ペットショップやインターネットサイ

トで販売されているのを見かけます。これらの昆

虫類は、外国から簡単に輸入できるわけではあり

ませんのでご注意ください。

　植物防疫法では、日本の農作物や樹木などの植

物を守るため、これらを害する昆虫類・微生物（検

疫有害動植物）を外国から日本に持ち込むことを

禁止しています。

　世界中の動植物の種類は膨大で、その生態や植

物への加害性などがよく知られていない昆虫や微

生物も多くあります。植物防疫所では、これらの

輸入の可否について照会があった場合には、種ご

とに文献調査などを行って植物防疫法の規制の対

象となるか個別に判断しています。

　しかし、近年、輸入が禁止されている昆虫類が

国内販売されているとの情報が植物防疫所へ寄せ

られています。

　皆様が、違法に輸入された可能性のある昆虫類

を購入しないようにするためにも、植物防疫法の

規制の対象となる昆虫類なのか確認する方法につ

いてご紹介します。

２．�昆虫類・微生物の輸入規制の有無の調べ方
　植物防疫法の規制があるか否か調べる方法は次

のとおりです。

⑴�　輸入又は購入したい昆虫類・微生物の学名を

正確に調べます。

⑵�　植物防疫所ホームページ（https://www.

maff.go.jp/pps/）を開き、画面中段付近の「キー

ワード」欄の「昆虫・微生物の輸入」をクリッ

クし、開きます（図１）。

�

図１　「植物防疫所ホームページトップ」画面

⑶�　画面中段の「生きた昆虫・微生物などの規制

に関するデータベース」（以下「DB」という。）

に調べたい昆虫類・微生物の学名を入力し、検

索します。ここでは、「簡易検索」についてゴキ

ブリの場合を例に紹介します。

生きた昆虫類 ・微生物を

輸入 ・購入する際の注意点について

生きた昆虫類 ・微生物を

輸入 ・購入する際の注意点について輸入 ・購入する際の注意点について輸入 ・購入する際の注意点について輸入 ・購入する際の注意点について輸入 ・購入する際の注意点について
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⑷�　DB画面「簡易検索」タブ内の種別「昆虫等動

物類」を選択し、キーワード欄にゴキブリの学

名を入力します。次に「検索」ボタンをクリッ

クします（図２）。

図２　「生きた昆虫・微生物などの規制に関する

　　　  データベース」画面

⑸�　規制の有無が判断されている種類の学名とそ

の規制の有無が表示されます。ゴキブリの種類

がいくつもある場合や、学名が属名までしかわ

からない場合は、⑷でキーワードに「ゴキブリ」

と大まかな分類を入力することで、判断されて

いる種類が一覧で表示されますので、その中に、

目当ての種類が「 規制有」（＝輸入禁止）なの

か「 規制無」なのか確認します。場合によっ

ては、確認したい昆虫が分類されている科や属

単位で規制無と判断されていることもあります

ので、一覧表（例：図３）をよく確認してくだ

さい。

図３　「検索結果一覧表」画面例

３．カブトムシ・クワガタムシの輸入について
　カブトムシとクワガタムシの場合は、DB画面枠

の下に一覧表が表示されるボタンがあります（図

２）ので、こちらで輸入規制の有無を確認するこ

とができます。

　カブトムシとクワガタムシを含むコガネムシ上

科は、植物防疫法で輸入規制対象外の種であって

も、輸入時に植物防疫所の確認検査を受ける必要

があります。このため、植物防疫法で輸入禁止の

コガネムシ上科の昆虫が国内で販売されていた場

合、植物防疫所の確認を受けていないことになり

ます。

　コガネムシ上科に限らず、違法に輸入された可

能性のある昆虫類は購入しないでください。

４．植物検疫以外の注意点
　生きた昆虫類・微生物を外国から輸入する際に

は「特定外来生物による生態系等に係る被害の防

止に関する法律（外来生物法）」、「絶滅のおそれの

ある野生動植物の種の国際取引に関する条約（ワ

シントン条約）」、「家畜伝染病予防法」など、植物

防疫法以外の規制を受ける場合もあります。

　コガネムシ上科に該当する昆虫を輸入する場合、

植物防疫法で規制対象外の種類であっても、外来

生物法では外国の政府機関などが発行する種類名

証明書の添付が必要になります（特定外来生物に

ついては飼育等許可証の写しも必要）。また、外来

生物法で規制される昆虫は、輸入できる場所が成

田国際空港、中部国際空港、関西国際空港、福岡

空港の４空港に限られますので、ご注意ください。

５．おわりに
　生きた昆虫類・微生物を輸入する際の方法につ

いての不明な点や、国内で昆虫類が植物防疫法に

違反して販売されている可能性があるなどの情報

がありましたら、最寄りの植物防疫所までご連絡

ください。
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　植物検疫においては、日本の農業生産への影響

が大きいと考えられる重要な有害動植物の国内外

での発生状況や諸外国での有害動植物に対する輸

入検疫措置の実施状況などの情報を収集・分析し

ています。また、国際ルールと調和し、有害動植

物のリスクに応じた輸入検疫措置を講じる必要が

あることから、定期的に有害動植物に対するリス

ク分析の結果を踏まえて、輸入植物検疫制度の見

直しを行っています。

　令和４年３月に８回目の見直しを行いました。

　今回の見直しにより、①検疫有害動植物（植物

防疫法施行規則（以下「規則」という。）別表１）、

②輸出国での栽培地検査の対象となる地域及び植

物（規則別表１の２）、③輸入禁止の対象である地

域及び植物（規則別表２）、④輸出国での特別な検

疫措置の対象である地域及び植物（規則別表２の

２）が改正されました。主な改正内容は次のとお

りです。

１．検疫有害動植物の見直し
　検疫有害動植物（規則別表１）として新たに

Grapevine red blotch virusを指定し、Grapevine leafroll-
associated virus 8 を削除しました。また、再分類に

よる学名の変更のため、ナラ類しおれ病菌の表記

を�Ceratocystis fagacearum から Bretziella fagacearum 

に変更しました。なお、検疫有害動植物は現在1,023

種が指定されています。

２．輸出国に対して求める輸入検疫措置の
　　見直し
　既存の検疫有害動植物26種について、対象植物

又は対象地域の追加・削除、対象地域の表記の変更、

検疫措置の選択肢の追加などの輸入検疫措置を変

更（規則別表１の２、別表２及び別表２の２）し

ました。

　今回の規則改正により、これまで輸出国に特別

な検疫措置を要求していなかった植物には新たに

検疫措置を求めたり、これまで輸出国に特別な検

疫措置を要求していた植物には、別の検疫有害動

植物に対する検疫措置を新たに求めたりすること

になるので、輸入の際は、最新の情報を確認して

ください。

　今回の改正内容の一部は、下表のとおりです。

　改正内容の詳細は、植物防疫所ホームページを

ご覧ください。また、地域及び植物ごとの輸入条

件は、輸入条件データベースで調べることができ

ます。

植物検疫制度の見直し

https://www.maff.go.jp/pps/j/

information/seido_minaosi/

8ji_kaisei.html

輸入条件データベース

http://www.pps.go.jp/eximlist/

Pages/exp/condition.xhtml

植物防疫法施行規則の改正について植物防疫法施行規則の改正について

今回の改正の主な見直し一部抜粋

（１）輸出国での栽培地検査の対象とする地域・植物の見直し

対象病害虫名 対象地域 対象植物

トマトキバガ
追加：台湾、中華人民共和国、パキスタン、
アフガニスタン、アルメニア、カザフスタン、
スロバキア、トルクメニスタン、モルドバ

変更なし

バナナネモグリセンチュウ

標記の変更：
ドミニカ共和国、ドミニカ→ドミニカ、ドミ
ニカ共和国
マルチニーク島→マルティニーク

追加：ほうらいしよう（Monstera）属植物の
生植物の地下部であつて栽培の用に供し得
るもの

（２）検疫措置の見直しが行われたもの（２種）　

対象病害虫名 輸出国での検疫措置

Pantoea stewartii subsp. stewartii
（トウモロコシ萎ちよう細菌病）

ア�　採種用の親植物について、媒介昆虫の防除が十分に行われたほ場で栽培され、生育
最盛期に栽培地検査を行うこと。

イ�　採種用の親植物又は当該親植物から採種された種子について適切な精密検定（PCR
法）による検定を行うこと。

Broad bean true mosaic virus
（ソラマメトゥルーモザイクウイルス）

ア�　採種用の親植物について、媒介昆虫の防除が十分に行われたほ場で栽培され、生育
最盛期に栽培地検査を行うこと。

イ�　採種用の親植物又は当該親植物から採種された種子について適切な血清学的手法
（ELISA法）による検定を行うこと。
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１．世界から輸入される海上コンテナ貨物
　神戸港は週平均延べ83隻のコンテナ船が入港し、

コンテナの年間取扱量は約265万TEU（1TEUは

20フィートコンテナ１本、40フィートコンテナは

2TEUとなる）に達し、東京港の約475万TEU、

横浜港の約266万TEUに次いで国内第３位です

（2020年港湾別コンテナ取扱量（TEU）ランキング：

国土交通省速報値）。

　世界の国や地域から、工業原料、工業製品、食

料品などの多岐に渡る生活関連物資が積み込まれ

たコンテナが、毎日輸入されています。植物類に

ついても、観葉植物などの苗類、花や野菜などの

種子、切花、オレンジやバナナなどの果物、タマ

ネギやニンジンなどの野菜、モルトや大豆などの

穀類・豆類、コーヒーやスパイスなどの嗜好・香

辛料、漢方薬などが輸入されています。

２．コンテナヤードでの輸入検査
　輸入検査は、コンテナヤードと呼ばれる海上コ

ンテナの一時蔵置場所で行います。

コンテナヤード

　コンテナヤードは、屋外であるため季節を目一

杯に肌で感じられます。近年の異常気象による猛

暑のため、夏場は水分補給など熱中症予防対策が、

地元阪神タイガースの応援歌にもある「六甲おろ

し」と呼ばれる六甲山から吹き降ろされる冬の北

風はとても冷えることから、冬場は防寒対策が欠

かせません。

　検査の際、植物防疫官はルーペをはじめ、サン

プル瓶、ピンセットなど色々な検査道具をバッグ

やウエストポーチに入れて検査現場に向かいます。

これに加え、検査用トレイ、植物から害虫を選り

分け見つけやすくするための篩
ふるい

など、検査する植

物に応じて検査用品を携行します。弁慶の七つ道

具ならぬ植物防疫官の七つ道具といったところで

しょうか。

　検査場所では、植物防疫官によるコンテナ番号

の確認から検査はスタートします。コンテナ番号

の確認後にコンテナの扉が開けられ、検査に必要

な量の植物をコンテナから取り出し、検査を行い

ます。

　果物の表面やへたの部分にはマルカイガラムシ

科やコナカイガラムシ科などのカイガラムシ類や

アザミウマ類が、野菜の葉の裏にはアブラムシ類や

チョウ類の幼虫が付着していることがあります。コ

ナカイガラムシは、白い粉にまみれているだけでカ

イガラを背負っていないのに、なぜ名前がカイガラ

ムシなの？と不思議に思うこともありますが、植物

検疫上とても重要な害虫です。

コナカイガラムシ類

３．おわりに
　コンテナ貨物で輸入される生鮮植物は鮮度が大

事で、そのため、通関が急がれます。一方で、日

本に新たな病害虫が入ってこないように的確に検

査を行っています。

　このように植物防疫官の検査に合格して輸入さ

れたオレンジやバナナなどの果実をスーパーの生

鮮コーナーで見かけると、知り合いに出会ったよ

うな感覚になり、うれしくてつい手に取って眺め

てしまいます。

　私たち植物防疫官は、日本の農業と緑を守るた

め、今日も輸入検疫の最前線で奮闘しています。

現場リポー
トト　「植物検疫」 水際の最前線 （第２回）　「植物検疫」 水際の最前線 （第２回）現場リ 　「植物検疫」 水際の最前　「植物検疫」 水際の最前　「植物検疫」 水際の最前　「植物検疫」 水際の最前　「植物検疫」 水際の最前　「植物検疫」 水際の最前　「植物検疫」 水際の最前　「植物検疫」 水際の最前　「植物検疫」 水際の最前　「植物検疫」 水際の最前　「植物検疫」 水際の最前　「植物検疫」 水際の最前　「植物検疫」 水際の最前　「植物検疫」 水際の最前線

－神戸植物防疫所業務部コンテナー貨物担当からのリポート－－神戸植物防疫所業務部コンテナー貨物担当からのリポート－
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　植物を海外から日本へ輸入する場合、病害虫が

植物に付着して日本に侵入することを防ぐために、

植物防疫法により、輸出国政府機関が発行する検

査証明書（Phytosanitary�Certificate）（以下「検

査証明書」という。）を添付して、輸入検査を受け

る必要があります。

　本誌「植物防疫情報」№38でお伝えしたとおり、

これまで、「貨物」で輸入される穀類、豆類、木材、

農林業生産資材、香辛料などの植物については、

例外的に検査証明書が添付されていなくとも輸入

検査を受け、検疫有害動植物が付着していないこ

とを確認した場合には、輸入を認めてきました。

　しかし、最新の状況を踏まえ、改めて科学的な

根拠に基づくリスク評価を行った結果、検査証明

書の添付が免除される植物（植物防疫法施行規則

第５条の３）以外の植物は、輸出国政府機関によ

る適切な検査が行われたことを示す検査証明書の

添付を厳格に求めることが適当であるとの結論に

いたったことから、令和２年８月５日よりこれら

の植物を輸入する際には検査証明書の添付が必要

となりました。

　なお、「貨物」での輸入については、輸出国政府

機関での検査証明書の適切な発給体制整備などの

準備期間（３年間）を設けたうえで、令和５年８

月５日より、厳格な運用が開始されますので、事

業者の皆様には、検査証明書を添付していただき

ますようお願いします。

◆ご注意いただきたいこと

・�検査証明書の添付が必要な植物に検査証明書が

添付されていない場合は、植物防疫法に基づき

廃棄処分となります。

・�輸出国によっては、検査証明書を取得するため

の事前の申請に時間を要したり、料金が発生す

る場合があります。輸出国の詳しい情報は輸出

者などを通じて、輸出国政府機関にご確認くだ

さい。

・�検査証明書とは異なる証明書にご注意ください。

衛生証明書、原産地証明書、CITESなどほかの

証明書が添付されていたとしても、検査証明書

の代替はできず、添付されていないものとして

廃棄処分になります。

・�検査証明書は、輸入する貨物に対して輸出国に

おいて検査が行われたことを証明する書類です。

輸出前にあらかじめ輸出国で検査を受け取得し

てください。

◆検査証明書を必要とする植物・

　免除される植物について

　植物防疫情報No.38、又は植物防疫所ホームペー

ジの以下のURLに詳細を記載していますので、ご

確認ください。

https://www.maff.go.jp/pps/j/

introduction/import/ipcfuyou/

index.html

【チラシ】

http://www.maff.go.jp/pps/j/

information/shomeisho/

chirashi_pc.pdf

【植物防疫情報No.38】

http://www.maff.go.jp/pps/j/

guidance/pps_info/attach/

pdf/index-2.pdf

令和５年８月５日から、 輸入貨物への

検査証明書添付に関する厳格な運用を開始します

令和５年８月５日から、 輸入貨物への

検査証明書添付に関する厳格な運用を開始します
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　平成27年に北海道で発生が確認されたジャガイ

モシロシストセンチュウ（Globodera pallida。以下

「Gp」という。）については、平成28年から緊急防

除が開始され、北海道が主体となり防除を進めて

います。

　緊急防除に関する農林水産省令では、防除終了

後、植物防疫官による土壌検診（防除効果確認調査）

が行われ、Gpが確認されなかった（検出限界以下）

ほ場ではバレイショの作付けができるようになり

ます。しかし、土の中にわずかでもGpが潜んでい

る可能性が否定できないこと、北海道にはGpのほ

かにジャガイモシストセンチュウ（G. rostochiensis。
以下「Gr」という。）が発生していることから、Gp
とGrの両方に抵抗性のあるバレイショの品種「フ

リア」とコムギ、テンサイなどを組み合わせた３

年以上の輪作をお願いしています。この「フリア」

はフランスの民間会社によって育成されたでん粉

原料用の品種で、でん粉の品質は従来品種「コナ

フブキ」と変わらないとされているほか、GpとGr
の両種の密度を減らせることに重要な特徴があり

ます。

　「フリア」を組み合わせた輪作後に、改めて植物

防疫官が土壌検診（フォローアップ調査）を実施し、

Gpが再発していないことを確認することとしてい

ます。

抵抗性品種「フリア」の花

　園芸先進国であるオランダで10年に一度開催さ

れる「フロリアード」は、世界で最も歴史・伝統

があり、国際園芸家協会（AIPH）の承認と博覧会

国際事務局（BIE）の認定を得た、A1（最高クラス）

の国際園芸博覧会であり、“花のオリンピック”と

も呼ばれています。そのフロリアードが、令和４

年４月14日から10月９日の179日間にわたってオ

ランダ・アルメーレ市で開催されています。

　このフロリアード2022への出展のため、愛知県

産のベゴニア苗、静岡県産のツワブキ苗が輸出さ

れました。

　オランダを含むEU加盟国へ苗を輸出する際に

は、植物防疫所が行う輸出時の検査（輸出検査）

に先立ち、タバココナジラミ（Bemisia tabaci）な

どの病害虫を対象とした栽培期間中の検査（栽培

地検査）も必要です。ベゴニア苗、ツワブキ苗と

もに適正に管理されており、検査合格となりまし

た。

　このほかにも、フロリアード2022には、花き産

出額日本一を誇る愛知県を含む各自治体からさま

ざまな花き類が出展されており、日本の魅力のひ

とつとして、美しい花き類を世界にアピールする

機会になっています。

　なお、フロリアードと同等のA1クラスの国際園

芸博覧会が、令和９年に横浜市で開催される予定

であり、世界各国のさまざまな花き類を日本で見

られることが期待されます。

栽培地検査の様子

バレイショに被害を及ぼす

シストセンチュウに対する抵抗性品種の紹介

バレイショに被害を及ぼす

シストセンチュウに対する抵抗性品種の紹介

フロリアード 2022 への出展に向けた栽培地検査 ・輸出検査
—愛知県、 静岡県から—

フロリアード 2022 への出展に向けた栽培地検査 ・輸出検査
—愛知県、 静岡県から—
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　神戸植物防疫所広島支所水島出張所では、６月

14日、岡山空港ターミナルビル株式会社が企画す

る「岡山桃太郎空港�My�Airport�Project」（空港

関係事業所から空港利用者への感謝の気持ちと事

業PRを目的とした動画作成プロジェクト）に20所

を超える空港関連事業所の１所として参加したの

で、撮影現場での様子を紹介します。

　PR動画は、各々の事業PRメッセージボードを手

にした各事業所の職員がリレー形式で紹介される

構成になっており、植物防疫所は動物検疫所の職

員とともに岡山空港の旅具検査場内での撮影に臨

みました。植物防疫所公式キャラクター「ぴーきゅ

ん」のぬいぐるみと「日本の緑と農業を守ってい

ます！」と書いたメッセージボードを手に抱えた

植物防疫官が動物検疫所の家畜防疫官、動植物検

疫探知犬及び動植物検疫探知犬ハンドラーととも

に整列し、写真撮影と５秒間の動画収録が行われ

ました。撮影は、カメラに無関心な動植物検疫探

知犬が無邪気に動き回る和やかな雰囲気の中で進

められました。PR動画は、全体で１分程度の長さ

に編集され、空港関係者から利用者へのメッセー

ジとして岡山空港ロビーの大型スクリーンなどで

放映されます。新たな病害虫の侵入を阻止し、日

本の農業と緑を守っていくためにも、機会をとら

えて情報発信することは重要なので、今後も動物

検疫所と連携して広報活動を行っていきたいと思

います。

空港での撮影風景

　鹿児島県では、近年県内の広い範囲でミカンコ

ミバエ種群（Bactrocera dorsalis species complex）の

発見が相次いでいます。このため、鹿児島県では、

同種群の侵入警戒調査を行う市町村担当者の知識・

技術の向上を目的として、令和３年度から「ミカ

ンコミバエ侵入警戒調査に係る担当者向け研修会」

を開催しています。門司植物防疫所鹿児島支所で

は、講師を派遣しています。

　令和４年度の研修会は、５月11日に鹿児島市、

同13日に鹿屋市で、奄美群島を除く県内27市町と

関係機関の担当者ら計50名を参集して開催されま

した。

　研修会では、県病害虫防除所から調査の手順や

ミカンコミバエ種群と疑われる虫が発見された場

合の通報手順などについて説明がありました。植

物防疫所からは、同種群の識別方法、画像診断の

ためのスマートフォンによる撮影ポイント、同種

群を発見した場合の対応手順などの説明に続いて、

ミバエ類の標本を用いた識別及び撮影の実習を行

なったところ、受講者の方々は意欲的に取り組ん

でいました。

　鹿児島県は、毎年この研修会を開催したいとの

意向があり、調査担当者の知識・技術向上は、同

種群発見時の迅速な初動対応につながることから、

植物防疫所としても引き続き協力していきたいと

考えています。

研修風景

空港で働く職員が岡山桃太郎空港をＰＲ
～岡山桃太郎空港 Ｍｙ Ａｉｒｐｏｒｔ Ｐｒｏｊｅｃｔ～

空港で働く職員が岡山桃太郎空港をＰＲ
～岡山桃太郎空港 Ｍｙ Ａｉｒｐｏｒｔ Ｐｒｏｊｅｃｔ～

空港で働く職員が岡山桃太郎空港をＰＲ空港で働く職員が岡山桃太郎空港をＰＲ空港で働く職員が岡山桃太郎空港をＰＲ空港で働く職員が岡山桃太郎空港をＰＲ空港で働く職員が岡山桃太郎空港をＰＲ空港で働く職員が岡山桃太郎空港をＰＲ
Ｐｒｏｊｅｃｔ～Ｐｒｏｊｅｃｔ～Ｐｒｏｊｅｃｔ～Ｐｒｏｊｅｃｔ～Ｐｒｏｊｅｃｔ～Ｐｒｏｊｅｃｔ～Ｐｒｏｊｅｃｔ～

空港で働く職員が岡山桃太郎空港をＰＲ
～岡山桃太郎空港 Ｍｙ Ａｉｒｐｏｒｔ～岡山桃太郎空港 Ｍｙ Ａｉｒｐｏｒｔ～岡山桃太郎空港 Ｍｙ Ａｉｒｐｏｒｔ～岡山桃太郎空港 Ｍｙ Ａｉｒｐｏｒｔ

鹿児島県主催の 「ミカンコミバエ侵入警戒調査に

係る担当者向け研修会」 に講師を派遣

鹿児島県主催の 「ミカンコミバエ侵入警戒調査に

係る担当者向け研修会」 に講師を派遣
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注目情報 植物防疫所のホームページ （https://www.maff.go.jp/pps/） では、
法令改正や輸出入植物検疫に関する最新情報を提供しています。 令和４年９月１４日現在

【法令改正関係情報】
●「植物防疫法施行規則」が改正され、植物を輸入できる港として三隅港が追加されました（令和4年8月8日）

【輸入植物検疫関係情報】
●�チリ共和国Atacama州Copiapo郡においてチチュウカイミバエが発見されたため検疫規制地域が設定されました（令和4年8
月18日）

【輸出植物検疫関係情報】
●�「各国の輸入規制等詳細情報」におけるアメリカ合衆国の情報を更新しました��検疫データベースが変更になります（令和
4年9月12日）
●「各国の輸入規制等詳細情報」におけるユーラシア経済同盟(EAEU)の情報を更新しました（令和4年9月3日）
●カナダ向け生果実登録選果こん包施設一覧（令和4年産りんご）を掲載しました（令和4年8月31日）
●米国向け生果実登録選果こん包施設一覧（令和4年産かき）を掲載しました（令和4年8月31日）
●「各国の輸入規制等詳細情報」におけるEUの情報を更新しました（令和4年8月29日）
●オーストラリア向け生果実登録選果こん包施設一覧（令和4年度かき）を掲載しました（令和4年8月26日）
●台湾向け生果実登録選果こん包施設一覧（令和4年産りんご・なし）を掲載しました（令和4年8月17日）
●米国向け生果実登録選果こん包施設一覧（令和4年度なし）を掲載しました（令和4年8月17日）
●台湾向け苗の一部について輸出検査を一時停止します（令和4年8月8日）
●高度加工品のリモート輸出検査ができるようになりました！（令和4年8月2日）
●タイ向け生果実登録選果こん包施設一覧を更新しました（令和4年8月1日）
●インド向け生果実登録選果こん包施設一覧を掲載しました（令和4年8月1日）
●「各国の輸入規則等詳細情報」におけるチリ共和国の情報を更新しました（令和4年7月20日）
●「各国の輸入規制等詳細情報」におけるオーストラリアの情報を更新しました（令和4年7月19日）
●�「輸出入条件詳細情報」の検疫条件一覧表（早見表）（貨物、携帯品及び郵便物）（カナダ向けぶどう）を更新しました（令
和4年7月13日）
●輸出する植物の原産地の確認徹底について（令和4年7月12日）
●ベトナム向け生果実登録選果こん包施設一覧（令和4年産りんご）を更新しました（令和4年7月11日）

【国内植物検疫関係情報】
●�ジャガイモシロシストセンチュウの緊急防除に関する告示が改正され、規制の対象となる防除区域が変更されました（令
和4年8月30日施行）
●情報誌「植物防疫所病害虫情報No.127」を掲載しました（令和4年7月15日）

　カレーリーフ（和名：オオバゲッキツ）は、ミ

カン科ゲッキツ属の植物で、その独特な香りから

本場のカレーに欠かせない香辛料として、近年、

日本でも認知度が高まっています。国内では、沖

縄本島や石垣島など暖かい地域で栽培されていま

す。

　カレーリーフの苗木や生茎葉にはミカンキジラ

ミ（Diaphorina citri）という害虫が寄生し、この害

虫はカンキツグリーニング病（Citrus greening 

disease）というカンキツ類に被害を及ぼす細菌を媒

介します。このため、カンキツグリーニング病の

発生している徳之島以南の南西諸島から本土など

へカレーリーフの苗木や生茎葉を持ち出す場合は、

この害虫が付着、寄生していないことを植物防疫

所の検査（以下「移動検査」という。）で確認する

必要があります。

　平成24年以降のカレーリーフの移動検査数量は、

苗木では平成28年の136本をピークにその後は減

少傾向となっていますが、生茎葉では令和元年か

ら増加傾向にあり、令和３年に853kgと最も多く

なりました。

　今後も同様の検査が見込まれていることから、

万全の検査体制で臨みます。
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